
二
宮
修
宝

由
布
市
湯
布
院
町
湯
平
の
小
平
は
大
分
川
の
右
岸
に
あ
り
、
現
在
は
庄
内
か

ふ
ち
か
み
か
ん
ぶ
ち

ら
湯
平
へ
向
か
う
淵
を
通
る
農
免
道
路
、
庄
内
上
上
淵
か
ら
湯
平
の
地
区
に

入
っ
た
所
で
あ
る
。
私
の
友
達
小
川
さ
ん
と
清
水
さ
ん
が
同
級
生
で
あ
っ
た
の

で
紹
介
し
て
く
れ
、
文
書
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
写
真
と
口
語
訳
を
掲
載
し
、

私
な
り
の
説
明
を
つ
け
て
紹
介
す
る
。

で
あ
る
。

【
口
語
訳
】
写
真
の
部
分
は
、
幅
十
五
ｍ
縦
、
三
十
ｍ
ぐ
ら
い
の
綴
じ
の
表
紙

お
ひ
ら

、
は
じ
め
に
、
湯
平
小
平
「
清
水
家
文
書
」
よ
ハ
リ

殿
様
の
御
入
湯

。｡ヅ
、‘；

‘亭；
望〆藻

亨J１

、
》
鋸

（
一
七
七
七
年
）

道
橋
御
休
所

2７

2９
､

造
立
人
夫
諸
入
目

ち
か

「
松
平
長
門
守
」
は
「
武
鑑
全
集
」
に
よ
る
と
、
名
前
は
、
松
平
長
門
守
近

９
ｃ
＆
Ｕ儒

で
府
内
藩
第
六
代
藩
主
で
あ
り
、
文
学
・
芸
能
（
絵
画
）
等
多
彩
な
芸
を
た

し
な
ん
だ
こ
と
で
名
高
い
。
歌
・
俳
句
で
、
大
分
市
の
吉
野
梅
園
の
歌
碑
に
は
、

「
よ
し
の
芳
野
か
な
た
は
桜
こ
こ
は
梅
」
の
句
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

湯
平
は
、
「
日
本
地
名
大
辞
典
、
大
分
県
」
で
江
戸
期
の
村
名
は
湯
平
村
、

豊
後
国
由
布
院
の
内
、
畑
村
の
枝
村
細
川
氏
領
の
時
、
乙
丸
六
左
衛
門
手
永
に

所
属
（
溝
口
文
書
）
元
和
八
（
一
六
二
二
）
年
の
「
小
倉
藩
人
畜
改
帳
」
を
は

じ
め
「
正
保
郷
帳
」
「
見
稲
簿
」
「
天
保
郷
帳
」
「
旧
高
旧
領
」
な
ど
に
も
見
え

な
い
が
、
「
豊
後
国
志
」
に
畑
村
の
枝
村
と
し
て
見
え
る
。

寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
以
後
日
田
代
官
所
の
支
配
を
受
け
て
い
た
。
（
幕

府
領
）天

和
元
年
（
一
六
八
一
）
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
ま
で
は
日
田
七
万
石
を

な
お
の
り

拝
領
し
た
松
平
直
矩
の
藩
領
、
以
後
再
び
幕
府
領
と
な
り
、
正
徳
一
一
年
（
一
七

一
二
）
年
か
ら
は
牧
野
氏
の
延
岡
藩
と
な
っ
た
。

次
の
文
書
は
、
入
湯
準
備
の
「
覚
」
で
あ
る
。

府
内
藩
城
主
松
平
長
門
守
様
御
入
湯
二
付
帳

安
永
六
年
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■

一

日
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■
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Ⅲ
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１

８

１

１

０

判
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畑
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請
に
て
組
頭
沢
太
郎
、
左
右
衛
門
両
人
組
二

御
心
付
ケ
ー
日
勤
ヲ
両
人
二
宛
行
算

用
被
下
不
御
来
追
弐
人
分
宛

被
仰
付
候
但
郡
夫
二
而
左
之
通
り

一
四
月
十
四
日
湯
ノ
平
二
楠
唯
右
衛
門
様

御
越
被
遊
被
仰
付
候
趣
小
平
村

蓑
草
村
庄
屋
□
口
東
友
小
平
組
頭

以
太
郎
左
各
一
日
勤
申
し
候
庄
屋
二

相
添
御
案
内
被
実
被
成
御
茶
屋

場
手
頭
共
二
被
仰
付
勤
申
し
候

其
節
□
口
様
方
鳥
目
二
而

壱
貫
文
役
頭
両
人
二
付
銀
□

茶
屋
諸
仕
烏
目
御
費
文
銭

と
り

【
文
書
の
概
要
〕
酉
三
月
一
一
十
一
一
日
に
、
道
や
橋
の
見
分
（
視
察
）
に
、
大
友

様
、
阿
南
様
大
庄
屋
様
が
湯
平
に
や
っ
て
き
た
。

三
月
廿
二
日
よ
り
阿
南
様
が
道
橋
造
り
の
指
示
の
た
め
や
っ
て
き
た
。
そ
の
際

後
藤
様
は
道
橋
や
休
憩
所
を
建
て
る
屋
敷
を
見
に
来
た
。
普
請
は
四
月
六
日
か

ら
九
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
世
話
を
し
た
の
が
組
頭
沢
太
郎
と
、
左
右

衛
門
の
両
人
で
あ
っ
た
。

さ
ん
に
し
《
う

後
で
こ
の
一
一
人
に
組
に
か
わ
か
ら
な
い
が
心
付
け
を
算
用
し
た
。

・
四
月
十
四
日
役
人
が
来
て
、
小
平
村
蓑
草
の
庄
屋
が
そ
れ
ぞ
れ
出
て
案
内
を

し
た
。
こ
の
時
両
人
に
、
鳥
目
二
貫
文
を
く
れ
た
。
御
茶
屋
造
り
の
費
用
も

出
し
て
く
れ
た
。

【
口
語
訳
】
「
覚
」

と
り酉

一
一
一
月
十
日
方
道
橋

御
見
分
二

千
来
、
御
大
友
楠
右

衛
門
様
阿
南
庄
右
衛

門
様
大
庄
屋
殿
湯
平

に
打
ち
越
候
虚
同
十

六
日
晩
小
平
村
御
泊

り
湯
平
方
被
下
候
御

退
丁
間
敷
政
小
平
村

右
各
口
方
家
人
二
付

改
申
し
候

、
三
月
廿
弐
日
方
阿
南

庄
右
衛
門
様
道
橋
御

普
請
湯
平
二
御
超
し

其
節
後
藤
孝
太
郎
様

御
家
人
御
出
橋
実
被

相
成
候
御
休
所
御
□

等
屋
鋪
御
奉
行
様
南

庄
右
衛
門
様
道
之
分

後
藤
庄
太
郎
様
小
平

村
四
月
六
日
方
同
九

日
迄
小
平
村
内
御
普

218



一
〃
”
像
蜂
詐
が
瞬
蝋
”
沙
制
欝
賎
肋
紗
仲
李

ち
か
と
も

※
松
平
近
梼
は
、
明
和
七
（
一
七
七
○
）
年
七
月
一
一
十
一
日
に
家
督
を
継
ぐ
。

文
化
元
（
一
八
○
四
）
年
十
二
月
六
日
に
家
督
を
弟
近
義
に
譲
る
。
隠
居
し
た

が
そ
の
後
も
藩
政
の
実
権
を
握
り
文
化
元
（
一
八
○
七
）
年
近
義
が
死
去
す
る

と
近
訓
を
藩
主
と
し
て
擁
立
し
、
天
保
十
一
（
一
八
四
○
）
年
二
月
十
六
日
死

去
す
る
ま
で
藩
政
の
実
権
を
握
り
続
け
た
。
「
不
養
」
の
名
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
殿
様
、
松
平
近
儒
は
何
歳
の
時
、
湯
平
に
入
湯
に
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

近
焦
は
、
宝
暦
五
（
一
七
五
四
）
年
三
月
に
生
ま
れ
、
明
和
七
（
一
七
七
○
）

年
に
藩
主
と
な
る
。
天
保
十
一
（
一
八
四
○
）
年
二
月
八
七
歳
で
死
去
す
る
ま

で
実
権
を
握
り
続
け
た
。
と
こ
ろ
で
近
涛
が
湯
平
温
泉
に
入
湯
に
来
た
の
は
安

永
六
（
一
七
七
七
）
年
で
あ
る
か
ら
、
近
儒
二
三
歳
の
時
に
な
る
。
湯
平
を
訪

れ
た
の
は
藩
主
の
時
で
あ
る
。
こ
の
時
、
湯
平
は
延
岡
藩
で
あ
っ
た
。

藩
主
が
来
る
の
で
・
道
橋
を
修
理
し
た
り
．
休
憩
所
を
造
っ
た
り
し
て
い
る
。

近
儒
が
湯
平
温
泉
に
来
た
こ
と
は
「
府
内
藩
日
記
」
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る

の
で
温
泉
に
来
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

＝

ｂ
唖
塵
巳
周
庫
厘
塵
己
唾
画
函
臣
唾
咽
画
旧
画
町
ョ
・
剣
里
１
日
』
乱
用
Ｉ
Ｒ
Ｐ
別
』
哩
咽
画
唾
に
薯
垂
奉
暁
貼
郵
函
ロ

重
焼
き
茶
碗
三
揃
い
但
か
く
し

一
底
蓮
三
来
弐
枚
一
う
春
風

日
数
程

【
口
語
訳
】

、
御
休
所
御
加
篭
達
次
第
と
と
の

え
る
様

、
日
お
い
て
五
人
掛
り
二
而
但
し

麦
藁

唐
ふ
二
四
尺
蕎
麦
生
か
ま
す

あ
た
た
め
ら
れ
た
り
念
入
り
に

あ
げ
申
候

御
需
院
作
り
右
同
断
と
と
の
え
申

し
候

少
下
り
御
進
所
口
御
こ
も
か
計
場

四
尺
二
三
問
是
片
二
而
仕
立
て
加

く
し

麦
わ
ら
こ
も
二
而
仕
り
申
し
候

御
茶
せ
ん
場
九
尺
弐
間
是

面
ぽ
り
不
申
様
二
見
合
二
仕
候

下
の
需
院
か
り
ニ
其
の
形
と
仕
候

入
用
道
者

月
見
茶
碗
弐
揃
一
つ
御
揃
申
す
べ

し

2９



3０

ち
や
び
ん
ち
や
だ
い
を
□
□

借
り
出
し

茶
御
請
仁
奈
へ
程
た
か
な

其
外
鶴
未
無
之
程
□

□
口
物
二
而
相
勤
申
し
候

府
内
様
御
入
湯
四
月
十
六
日
方

五
月
弐
日
迄
日
数
廿
日
但
し
内

三
日
御
休
み
七
日
御
入
湯
遊
ば

す御
案
内
よ
｝
」
ど
脇
城
方
寅
森

迄
寅
森
御
休
み
所
方
御
お
呼
び

掛
け

る
事
な
り
毎
日
御
案
内
仕
り
候

但
し
右
方
一
名
夜
中
共
二
相

勤
め
候

御
茶
屋
場
十
六
日
方
廿
三
日
迄

一
日
茶
夫
六
人
十
七
日
休
、

手
頭
一
人

〆
七
人
宛
、

廿
四
日
方
廿
五
日
迄
五
人

宛廿
七
日
御
休
廿
八
日
方
五
日

帰
り
候
迄

一
七
□
ご
ざ
四
枚
程

一
手
桶
四
つ
中
柄
杓
五
本

一
大
柄
杓
壱
本

一
手
水
桶
壱
但
し
ふ
た
共

一
壱
斗
入
り
く
わ
ん
す
弐
個

〔
文
書
の
概
要
説
明
】

、
一
番
に
殿
様
の
寵
が
到
着
次
第
準
備
す
る
様
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。

．
日
を
置
い
て
五
人
が
か
り
で
蕎
麦
、
豆
腐
、
な
ま
す
を
出
す
。
こ
れ
を
温
め

て
念
入
り
に
出
し
た
。

こ
も

，
御
需
院
を
造
っ
た
。
御
進
所
に
篭
か
け
を
し
た
。

．
お
茶
せ
ん
場
と
あ
る
か
ら
お
茶
を
差
し
上
げ
る
場
所
は
、
九
尺
と
二
間
（
２
．

７
×
３
．
６
ｍ
）
の
建
物
を
準
備
。
お
茶
を
沸
か
し
た
り
、
茶
を
入
れ
た
り

す
る
場
所
を
造
っ
た
の
も
大
変
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

、
準
備
物
Ⅱ
月
見
茶
碗
二
揃
い
・
重
ね
焼
き
茶
碗
三
揃
い
・
ご
ざ
四
枚

「
く
わ
ん
す
」
は
、
現
在
表
記
で
は
「
か
ん
す
」
で
、
「
茶
釜
の
こ
と
」
で
あ

ブ
つ
Ｏ

ひ
し
ゃ
く

。
手
桶
四
つ
・
中
柄
杓
を
五
本
・
大
柄
杓
一
本
こ
れ
ら
の
道
具
を
整
え
た
と
記

し
て
あ
る
か
ら
新
し
く
新
調
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
殿
様
を
迎
え
る
の
に
古
い

物
は
使
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
物
入
り
で
あ
る
。



3１

【
口
語
訳
】

毎
日
入
り
不
申
候
得
共
村
為
二
相
成
候

同
く
罷
出
候
と
申
し
出
候

湯
ノ
平
二
毎
日
太
郎
左
衛
門
一
日
夜

中
迄

御
届
申
し
達
候

四
月
十
四
日
方
大
官
御
趣
被
遊
候
申

し
候

御
支
配
様
楠
唯
長
右
衛
門
様
病
二
御

使
い

同
来
一
日
十
四
来
二
御
帰
り
其
れ
方

地
定

太
郎
左
衛
門
湯
ノ
平
二
御
趣
有
之
候

同
境
定

御
帰
り
同
二
日
千
四
来
御
大
管
口
根

様
太
郎
左
衛
門
湯
平
に
御
越
同
三
日

御
同
口
様
武
宮

御
使
者
同
十
四
日
二
大
友
様
湯
平
ヲ

御
□

御
足
か
る
衆

高
橋
栄
右
衛
門
殿

堀
次
右
衛
門
殿

服
部
守
里
右
衛
門
殿

一
一
Ｉ

四
人
宛
同
二
日
ノ
御
休
五
日
か
ら
三
日
方

同
五
日
迄
四
人
宛
御
茶
屋
詰

〆
九
拾
弐
人

一
三
人
御
女
中
御
案
内
始
一
一
一
日

一
道
掃
除
割
り
当
て
家
人
宛
其
方

壱
人
宛

一
御
庄
屋
口
三
人
宛
但
し

【
文
書
の
概
要
説
明
】

記
録
に
は
「
府
内
様
入
湯
に
は
四
月
十
六
日
か
ら
五
月
二
日
ま
で
の
二
十
日

間
」
と
あ
り
、
ず
い
分
ゆ
っ
く
り
し
た
入
湯
で
あ
っ
た
と
感
じ
る
。
内
七
日
入

湯
。
と
あ
り
入
湯
の
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
と
感
じ
る
。

殿
滞
在
の
時
に
は
多
い
日
で
七
人
の
茶
夫
少
な
い
日
で
も
四
人
の
茶
夫
出
し

た
記
録
が
あ
り
合
計
九
十
二
名
が
勤
め
て
い
る
。

「
三
名
御
女
中
御
案
内
始
め
三
日
」
こ
の
こ
と
は
、
御
女
中
と
あ
り
、
御
案

内
始
め
と
あ
る
か
ら
殿
様
が
お
出
で
に
な
っ
た
と
き
に
、
初
め
に
案
内
す
る
女

性
で
あ
ろ
う
。
殿
に
お
茶
を
あ
げ
た
り
す
る
女
性
で
あ
り
、
服
装
も
そ
れ
な
り

に
奇
麗
に
し
て
い
て
、
其
の
外
の
お
茶
を
沸
か
し
た
り
す
る
人
と
は
人
が
違
う

の
か
も
し
れ
な
い
。

３



3２

Ｆ一

一

四
升
代
四
百
四
拾
頁
出
ス

登
喜
殿

弐
升
代
弐
百
二
拾
出
ス

左
方

左
方

然
ハ
乎
ノ
代
八
百
八
拾
貫
ハ

御
茶
屋
場
二
被
仰
付
候

鳥
目
弐
貫
貫
之
内
二
而
挑

残
銭
壱
〆
四
拾
貫
分

右
御
茶
屋
勤
め
候
者
に
割

紙
左
方
出
候
分
を
除
残
人
数

壱
百
参
拾
人
分
二
巴
り
壱
人
前

一
挑
内
損
佐
百
貫
の
前
二
而

六
拾
五
賞
く
ら
い
の
平
坪
売
り
候

【
文
書
の
概
要
】
こ
の
部
分
に
は
、
殿

の
入
湯
の
行
事
に
よ
っ
て
御
費
用
や
収

入
。
そ
し
て
負
担
が
書
か
れ
て
あ
る
。

損
を
百
貫
し
た
の
で
六
十
五
貫
ぐ
ら
い

の
土
地
を
売
っ
た
と
あ
る
。

十
八
日
か
ら
十
九
日

御
拝
料
祝
儀
酒

壱
斗
四
升
但
し
壱
斗
ハ
百
姓
衆
へ

心

佐
藤
忠
蔵
殿

弥
右
衛
門
殿

四
月
十
六
日
方

一
御
先
払
い
様
御
入
湯
始
五
日
之
間

御
家
人
湯
平
方

一
日
虎

御
組
衆
御
出
被
成
始
候
共
二
午
後

ニ
ハ
毎
日
御
酒
出
申
し
候

一
茶
屋
場
ち
や
せ
ん
じ
□
□
□
□

但
し
日
数
十
七
日
一
日
二
四
本
□
□

一
茶
□
口
十
三
□
か
へ

右
に
加
温
し
目
線
程
ハ
入
不
申
候
得
共

【
文
書
の
概
要
】

初
め
に
、
村
の
衆
に
理
解
さ
せ
る
た
め
か
、
「
湯
に
毎
日
入
ら
な
い
け
れ
ど

も
村
の
為
に
な
る
か
ら
」
と
太
郎
左
衛
門
は
、
毎
日
出
る
よ
う
に
お
届
け
し
て
、

夜
中
ま
で
勤
め
た
。

殿
の
入
湯
前
後
に
は
多
く
の
関
係
者
が
訪
れ
て
い
る
。
殿
の
守
護
の
た
め
に

念
を
入
れ
て
の
処
置
で
あ
ろ
う
。

村
役
人
の
心
境
と
し
て
「
毎
日
人
手
は
必
要
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
村
の
た

め
に
な
る
と
思
い
毎
日
早
朝
か
ら
夜
ま
で
つ
と
め
た
」
と
記
し
て
い
る
の
は
納

得
の
い
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。



金
高
二
方
五
六
十
日
七
八
十
日
切
申
儀

候
時

一
度
之
日
切
二
不
相
洲
候
得
者
流
地
二

申
付
日
付
ハ
不
申
付
虚
是
ハ
江
戸
町
方

二
而

質
入
屋
敷
之
取
扱
之
格
二
相
准
ル
同
然

一
一不

為
致
候
然
二
御
地
方
儀
如
何
申
付
候

罫
一
Ｌ
、
‐
‐
‐
ｊ
■
ｑ
幻
月
叫
洲
Ⅲ
刷
則
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

安
永
七
年
戊
三
月
吉
日

依
公
儀
被
仰
出
候
質
田
地
二
付
御
書
付
之
写

小
平
村
中
村
組
頭
清
水
太
右
衛
門
狐

ノ、

一
‐
質
田
地
二
付
書
付
」

《

得
者

毒
誉
灘
暑
一
農
署
認
迩
殿

惣
而
百
姓
質
田
地
年
季
終
以
後
金
子

洲
方
相
滞
候
以
後
訴
出
候
得
者
只
今
抱

3３

分
限
宜
者
ハ
質
流
れ
之
田
地
方
分
江
集

又
ハ
田
地
連
二
町
人
等
之
手
二
入
候
様

成
候

田
地
永
代
売
御
副
村
二
而
候
虎
破
つ
か

方百
姓
田
地
離
し
候
事
ハ
永
代
売
同
然
之

儀
二
候
条
自
今
は
質
田
地
一
切
流
地

一
一不

成
候
様
二
只
今
迄
鎮
入
渡
置
き
候
今

又
当
然
訴
え
出
候
而
出
入
り
に
成
候
分

其
質

年
季
明
候
ハ
ハ
手
形
往
来
さ
せ
小
作
年

一
員二

而
も
相
方
極
メ
置
候
分
ハ
壱
割
半
之

利
積

之
外
ハ
金
主
之
損
失
二
致
只
今
迄
質
地

之小
作
年
貢
滞
り
有
之
者
加
入
そ
の
後
は

無
利
と

洲
田
明
之
積
金
高
壱
割
宛
ハ
年
二
不
偏

之
定
二
手
形
申
付
元
金
切
次
第
残
事



過
候
而
も
地
主
二
相
送
り
候
様
二
不
致
候
い
ま

年
季
掛
り
有
之
分
共
二
訴
出
候
ハ
ハ
是

向
後
右
之
通
利
分
壱
割
之
積
り
二
手
形

賛
意

．,ｆ

蕊１１
吋Ｉ

右
之
趣
者
可
相
守
候
若
違
背
之
輩

何
分
者
可
為
曲
事
者
也

享
保
六
年
巳
十
二
月

右
虎
四
月
中
一
日
御
勘
定
所
第
五

申
し
候
以
上

右
者
従
公
儀
被
仰
出
候
御
書
付
村

へ

写
村
々
二
而
写
取
大
小
之
百
姓
共
各
迄
右

写
被
仰
出
之
趣
急
度
可
相
守
候
以
上

寅
六
月
尾
嶋
口
次
右
衛
門
印

元
木
勘
右
衛
門
印

速
見
村
々

右
書
付
趣
之
写
置
村
中
大
中
之
百
姓
水
呑

迄又
申
聞
奉
永
知
候
旨
庄
屋
方
二
印
形
江
置

追
い
趣
□
口
可
口
留
候
以
上

小
平
村
中
村
組
頭

安
永
七
年
三
月
写
是
太
右
衛
門

3４



付
候
□
口
候

其
の
時
之
己

享
保
七
年
巳
ノ
年
方
当
年
迄
五
年
口
八
年
成
ル

尤
其
間
殿
様
御
代
替
仕
り
口
御
座
候
得
共

被
仰
出
後
無
用
と
申
虚
不
付
候
□

趣
立
申
間
敷
其
努
被
申
候
道
真
其
の
時

ｌ
‐

１
１
‘

Ｌ

直
さ
せ
可
申
候

一
質
地
之
裁
判
之
格
依
菖
条
之
通
此
度

改
り
候
二
付
五
ヶ
年
以
前
酉
年
以
来
限
之

出
候
分
ハ
只
今
迄
裁
許
を
以
流
れ
地
二
成
り
候
二
而
も
務
然
現
金
不
残
□

口
田
地
取
置
急
度
と
願
出
候
者
ニ
ハ
請
戻
さ
せ
可
申
候
但
質
地
持
候
者
之

方
二
而
田
地
配
分
致
置
五
年
来
る
売
質
地
等
に
も
致
置
候
分
其
の
侭
二
請

け
戻
さ
せ
間
敷
候
流
れ
候
と
之

事
二
田
地
有
之
候
分
と
右
之
通
請
け
戻
さ
せ
候
可
申
し
付
く
事

■頓

可
致
候
事
二
御
座
候

安
永
七
年
戊
三
月
清
水
太
右
衛
門

強
子
不
之
者

【
説
明
】
Ｐ
調
の
一
質
田
地
二
付
書
付
」
の
写
か
ら
後
の
文
書
は
、
前
の
文
書

と
と
も
に
見
せ
て
も
ら
っ
た
文
書
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
項
目
箇
条

で
記
す
と
①
百
姓
が
田
地
を
質
入
れ
し
て
期
限
が
来
て
も
金
を
返
さ
な
い
と
き

は
、
五
十
か
ら
八
十
日
は
、
質
物
を
取
り
上
げ
る
猶
予
を
持
ち
な
さ
い
。
こ
れ

は
江
戸
の
屋
敷
質
入
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
う
し
な
い
と
、
分
限
者
ば
か
り
に

田
地
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
商
人
に
渡
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
②
質
流

れ
に
な
る
と
「
永
代
売
買
」
同
然
と
な
る
の
で
、
質
流
れ
は
や
め
て
金
子
は
返

し
て
も
ら
い
小
作
年
貢
に
し
な
さ
い
。
そ
の
時
は
、
一
割
半
の
利
子
を
出
さ
せ

る
こ
と
。

【
終
わ
り
に
】
「
殿
様
の
御
入
湯
」
の
文
書
「
田
地
質
入
れ
文
書
」
共
に
説
明

が
不
十
分
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
ま
た
の
機
会
に
説
明
を
し
た
い
。
特
に
、

「
田
地
質
入
れ
文
書
」
や
「
銭
借
用
文
書
」
は
後
で
八
十
通
ば
か
り
出
さ
れ
た

の
で
そ
れ
と
一
緒
に
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

3５


